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米国シェール開発の現状について 

2013年10月30日 
 

     米国住友商事 上級副社長 
      資源エネルギーグループ長    村井 俊朗 
     Summit Discovery Resources  
      Vice President             渡辺 考 
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出展：U.S. Energy Information Administration (EIA)  

米国の石油、ガス生産量推移と長期予測  

=シェールオイル

とほぼ同義 

天然ガス生産量推移 石油生産量推移 

2007年頃からシェールガス生産が大

幅増加。 続いてシェールオイル生産
が急速に増加中。 

サウジアラビアと米国の石油(液体燃料） 
生産量推移 

2013年 米国は

サウジを抜いて
世界最大の 
産油国に 
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古生代の北米とシェール層の形成 
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ＴＸ州 

NY州 

3.85億年前の北米 2.90億年前の北米 

NY州のマーセラス
シェール層 

浅瀬の海の微生物が堆積。
長い年月の間温度と圧力
がかかりシェール層内で 

炭化水素に変化。 
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北米シェール層の所在地 
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シェールガス層 

シェールオイル層 

マーセラス 

バーネット イーグルフォード 

バッケン 

パーミアン 

ニオブララ 
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商業的生産には技術革新
が必要だった。 

５ 
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シェールガス開発の父 
 

ギリシャ移民のGeorge P. Mitchell氏が生涯 
   をかけてTX州バーネットでシェール層からの       

ガス掘削法を開発(水平掘削と多段階水圧破
砕の組合せ）。GPS等ITの発達も貢献。 

 
  当初は気にかけていなかったOil Majorsも急

速な発展を無視できず2008/9年頃から本格
参入 

 
  本年7月シェール開発の急速な発展を見な

がら94歳で逝去。 

 
（出展：Wall Street Journal） 
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非在来型石油ガス＝シェール石油ガス、
CBM、オイルサンドなど。 

シェール石油、ガスという別の種類の石油、
ガスがあるわけではない。 
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米国の主な天然ガス、石油パイプライン網 
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製油所 

出展：U.S. Energy Information Administration (EIA)  

•パイプライン網、エネルギー 関連サービ 
  ス産業などのインフラ充実が 
   米国シェール開発加速の基盤 
 
•需給バランスの急激な変化でパイプ 
  ラインや輸送インフラの大構造改革     
  が現在進行中(一部逆流現象） 

天然ガスパイプライン網 

石油パイプライン網 

５０万KM
のパイプ
ライン網 
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シェールガス事業 
天然ガスマーケティング・ 

トレード事業 
ガス＆パワーリテール事業 

貯 蔵 ユーザー 
リテール 
関連事業 

サービス 
  関連 

天然ガス 
集積及び        
処理 

探鉱 
及び開発 マーケティング 

シェールガス開発事業を軸とした 
裾野の広い産業群 

中下流ガスプロセス、輸送インフラ事業、資機材設備供給 
開発資機材、周辺 
サービス提供 

石油化学事業 
天然ガス利用、消費産業 

ガス発電 
産業用 天然 

ガス車 
一般
用途 

パイプ 
ライン 
輸送 

LNG 
輸出入 

８ 
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Petroleum Engineerは高年収人気職種 
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2013年4月 Wall Street Journal 

米国大卒のトップ職種初任給比較 
(トップ10のうち7つが理工系） 

他業種に比べ雇用増大が著しい 
米国の石油ガス産業 

石油ガスのセクター別雇用の増加 

石油、ガス
産業 

全産業平均 

No1 

石油ガス開発技術者は
ブームといえるほど確保
が難しく、売り手市場 
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米国の石油、ガス長期需給バランス推移 
 
 

石油需給バランス    天然ガス需給バランス   
 
      

                    
 

 

出展：US Energy Information Administration （EIA) 
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石油の海外依存は大きく減少中 
米国は2010年代後半に天然
ガスの純輸出国に転じる 

 
 

Saudi America？(Financial Timesより） 
米国が石油自立国に近づく事による世界のパワーバランスへの影響が議論されている 

 
 

消費 

国内生産 

消費 

国内生産 

需給バランス 
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米国での石油、ガス価格の推移 
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米国天然ガス価格（Henry Hub)推移 原油価格（Brent)推移 

シェールガス増産で価格は急落。今後
の価格は需要の創出に伴い序序に上
昇。 

原油価格は国際市況にリンク（WTI). 
シェールオイル増産は価格押し下げ
要因。  

(2011 dollars per barrel) 
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米国にとってのシェールガス革命の影響 
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アジア価格 

欧州
価格 

米国価格 

米国にとってのシェール革命
の意義とは？ 

 
１）Abundant (豊富な） 
２）Cheap (安い） 
３）American (純国産の） 
なエネルギーソースを手に入
れた、という事。 
 
オバマ政権も化石燃料として
は優等生の天然ガスによる恩
恵を米国経済に取り入れる方
向 (Green からCleanへ？）。 

世界の天然ガス価格 
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米国でのセクター別天然ガス需要予測 
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電力、産業、輸送用途の需要が増加 

  
価格競争力のあるエタンを原料とした大型 
エチレンクラッカー新増設計画多数(上図） 
 
 製鉄(直接還元鉄）、肥料、タイヤなど天然
ガス利用の製造設備計画も相次いで発表 
されている。 
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米国の電力用石炭と天然ガス 

 

• 米国の発電量の半分近くは従来石
炭火力。天然ガスの価格低下に伴
い、石炭発電量が減少、ガス発電量
が伸長(稼働率の変化）。 

 

• 2015年以降環境規制(水銀、Soｘ
/Noｘ、CO2規制等）によりさらに大き

く石炭からガス火力へのシフトが起
こる(老朽化石炭火力の建替え）。 
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出展：International Energy Agency (IEA) 

石炭 

天然ガス 

Renewables 
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米国のLNG輸出プロジェクトの動向 
 

 
 

 
+DOEによるNon-FTA国向け輸出許可申請承認プロセス進行中。 
+現在申請中案件含めLNG換算約1.8億トン/年(25.5BCF/D)と目白押し。 
+内約4千万トン/年(6BCF/D）が条件付含め承認済み。 
+米国消費量の一割程度(6-8BCF/D）が2020年までに輸出される？ 
+それとは別に、メキシコやカナダ向けパイプラインガス輸出も増大。 
 

中部電力、大阪ガス参画 

住友商事、東京ガス、 
関西電力参画 

東芝参画 
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US projects under DOE review for non-FTA exports permits  

プロジェクト名 州 推進会社 能力（ｂｃｆ/日） Non-FTA 国向DOE 輸出許可 

Sabine Pass  Louisiana  Cheniere Energy 2.02  承認済 

Freeport LNG Texas Freeport/Macquarie 1.40  条件付承認済 

Lake Charles Louisiana  Southern/BG 2.00  条件付承認済 

Cove Point  Maryland  Dominion 0.77 条件付承認済 
 

Freeport Expansion Texas Freeport 1.40  申請中 

Cameron LNG Lousiana Sempra 1.70  申請中 

Jordan Cove (greenfield) Oregon Fort Chicago/Energy Projects 0.80  申請中 

Oregon LNG (greenfield) Oregon LNG Development Company 1.25  申請中 

Corpus Christi Texas Cheniere Energy 2.10  申請中 

Floating liquefraction facility Texas Excelerate Liquefaction Solutions 1.38  申請中 

Gulf Coast LNG Export (greenfield) Texas Michael Smith 2.80  申請中 

Elba Island Georgia El Paso/ Southern LNG 0.50  申請中 

Gulf LNG Energy Mississippi Gulf LNG Liquefaction Company 1.50  申請中 

CF Floating LNG Lousiana Cambridge Energy 1.07  申請中 

Golden Pass Lousiana ExxonMobil/Qatar Petroleum 2.60  申請中 

South Texas LNG  Texas Pangea LNG/Statoil 2.20  申請中 

Total export capacity 25.49 年 能力 

三菱商事、三井物産、 
東京電力参画 

（１BCF/DはLNG約７百万トン/年） 
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米国のLNG輸出計画 － 日本勢の動き 

出展：JOGMEC資料に一部住友商事加筆 

日本勢関与案件計1,690万㌧/年。（日本のLNG輸入量の約19%に相当。） 
 

Cove Point  
住友商事/東京ガス 230万㌧/年 

関西電力 

Cameron 
三菱商事 400万㌧/年 
三井物産 400万㌧/年 

Freeport 
大阪ガス 220万㌧/年 
中部電力 220万㌧/年 

東芝 220万㌧/年 
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大半のプロジェクトが
LNG輸入基地の改造=
新規投資に比べコスト

競争力が高い。 
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住友商事の米国シェール事業関連体制 

上流事業 

  Summit Discovery Resources LLC 
(“SDR”) 
 設立： 2009年 
 株主： 100%住友商事グループ 
 所在地： ヒューストン/ピッツバーグ 
  オクラホマシティ 
 保有資産：バーネット/マーセラス/パーミアン 

 

(詳細は後段で紹介） 

中下流事業 

Pacific Summit Energy LLC (“PSE”) 
 設立： 2004年  
 株主： 100%住友商事グループ 
 所在地： ウッドランド/ニューポートビーチ 
        リッチモンド 
 事業内容：天然ガス及び電力のトレーディング 

Strategy Strategy ニューポートビーチ 

ピッツバーグ 

オクラホマシティ 

: PSE   , : SDR 

ニューヨーク 
(米国住友商事本社） 

ヒューストン 
 

リッチモンド 

17 

他に掘削用パイプ(ケーシング）の供給では
市場の２０%のシェア 

http://www.pacificsummitenergy.com/index.htm�
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住友商事の米国天然ガス・電力トレーディング 
  Pacific Summit Energy LLC  

  

12tcf(50%) 

 設立：2004年8月 

 株主：住友商事グループ100％ 

 従業員：60名（うち日本人派遣員4名） 

 事業内容：米国における天然ガス及び電力のトレーディング 
       LNG輸出用天然ガスの調達 

 現物取扱規模：天然ガス 1.5Bcf/d、 電力 1.8MMWH/月 

 取引先総数：約500社 (電力、ガス会社、産業需要家、トレーダー等） 
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米国国内市場をよく知
り、トレード機能を持っ
ていることは上流事業
にもLNG輸出用ガス調
達にも大変重要。 
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19 

 

Dominion Cove Point LNG プロジェクト ( メリーランド州) 
• 期間：    2017年末より約20年間 
• 液化能力： 4.6 百万 トン/年 
• 2.3百万トン/年につきDominion社と液化加工契約締結。 

(残りの2.3百万トン/年はGAIL社(インド）が同様の契約締結） 
• 販売先： 東京ガス 140万トン/年、 関西電力 80万トン/年  

 (残り10万トン/年は操業上のバッファー） 
• 当社100％事業投資会社PSE （Pacific Summit Energy) 社が米国内で 

天然ガスを長期に亘り調達する。 
 

住友商事が参画しているLNG輸出プロジェクト 

メリーランド州
コーブポイント 

19 

 

意義：世界最大のガス生産国である米国から、石油価格にリンク
しない価格体系（Henry Hubリンク）のLNGを日本向けに供
給する事で安定供給、ソース多様化に貢献。 
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世界のシェールオイル、ガス埋蔵量 

出展 EIA/ARI 

各国でシェール開発始まるも
インフラ整備、地層の違い、
環境への対応等有り本格開
発には時間がかかりそう。 

産油ガス国の地下には必ず根源岩であるシェール層が存在
する(中東などにも）！ 

20 
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米国シェール革命の影響(まとめ） 
 

 
炭化水素（石油・ガス・石炭）市場の変化 
• 米国市場から押し戻される原油 
• ガスに置換した米国炭は海外市場を求める 
• 油価連動しないLNG価格が国際市場に与え

る影響 
 
米国が石油ガスを廉価で自給自足する時代に 
• 製造業の復活、広範な経済効果 
• 中東依存度の低下、地政学的リスクの変化 
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我々日本にできる事(考察） 
 

他国での出来事と捉えず、米国での変
化をしっかりと見据え、官民共同で上
流を含めた投資や参画機会を増やす。 
 
製造業やEngineering分野等において
も石油ガス(シェール）や石炭産業での 
技術革新に日本の高い技術力が生か
せる分野を探し、高成長分野を捕捉す
べし。 
 
結果としてLNGや石炭輸入等を通じて

日本のエネルギー安全保障へと繋が
る。 
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シェールガス開発事業の実際 
(次へ） 

22 
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